
 

 

 

 

 

 

 

 

一般会計予算決算常任委員会 

総務文教分科会記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年６月９日 
 

 

 

 

 



 1 

【開催日】 令和４年６月９日（木） 

【開催場所】 第１委員会室 

【開会・散会時間】 午前１０時～午後０時１０分 

【出席委員】 

分科会長 長谷川 知 司 副分科会長 宮 本 政 志 

委員 伊 場   勇 委員 岡 山   明 

委員 笹 木 慶 之 委員 古 豊 和 惠 

委員 前 田 浩 司   

【欠席委員】 

 なし 

【委員外出席議員等】 

議長 髙 松 秀 樹   

【執行部出席者】 

総務部長 川 地   諭 総務課長 河 田 圭 司 

総務課課長補佐兼総務係長  奥 田 孝 則 総務課危機管理室長 市 山 陽 介 

消防課長 橋 本 俊 昭 消防課課長補佐 乾   博 

消防課消防庶務係長 縄 田 良 弘 消防課消防団係長 梶 原 元 一 

企画部長 和 西 禎 行 企画部次長兼情報管理課長 山 根 正 幸 

企画課長企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 工 藤   歩 企画課主幹 池 田 哲 也 

企画課政策調整係長 藤 井 貴 大 財政課長 山 本   玄 

財政課主幹 別 府 隆 行 情報管理課課長補佐 村 上 信 一 

シティセールス課長 杉 山 洋 子 シティセールス課課長補佐  道 元 健太郎 

シティセールス課観光振興係長 渋 谷 桂 介   

教育長 長谷川 裕 教育部長 藤 山 雅 之 

教育総務課長 浅 川   縁 教育総務課主幹 熊 野 貴 史 

学校教育課長 長 友 義 彦 学校教育課主幹 佐 野 崇 幸 

学校教育課主査 三 藤 恵 子 学校教育課学務係長 三 浦 泰 平 

【事務局出席者】 
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議会事務局次長 島 津 克 則 庶務調査係長 田 中 洋 子 
 

【審査内容】 

１ 議案第４１号 令和４年度山陽小野田市一般会計補正予算（第２回）につ

いて 

 

 

午前１０時 開会 

 

長谷川知司分科会長 おはようございます。一般会計予算決算常任委員会総務

文教分科会を開催いたします。本日の審査内容はお手元の資料にあると

おりであります。では最初に、議案第４１号令和４年度山陽小野田市一

般会計補正予算（第２回）について、審査番号①、企画部、総務部分に

ついて、執行部からの説明をお願いいたします。 

 

山本財政課長 それでは、議案第４１号令和４年度山陽小野田市一般会計補正

予算（第２回）の歳入のうち、一般財源につきまして、まずは御説明い

たします。補正予算書の１２ページ、１３ページをお開きください。１

９款１項１目１節の財政調整基金繰入金につきましては、この度の補正

の財源調整として繰り入れるものであり、２，０５８万１，０００円を

増額いたしております。なお、この度の補正によりまして財政調整基金

の令和４年度末の予算上の残高は３３億６，２４１万円となります。一

般財源に係る説明は以上です。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 それでは、審査番号①の（１）、令和

４年度山陽小野田市一般会計（第２回）補正予算に関する歳入のうち、

デジタル田園都市国家構想交付金及び新型コロナウイルス感染症対応臨

時交付金に係る御説明をさせていただきます。補正予算の説明の前に、

デジタル田園都市国家構想推進交付金の主旨等につきまして、簡単に御

説明をいたします。別にお配りしております資料を御覧ください。この
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交付金は、令和３年度に制度化されたもので、デジタル技術の活用によ

り、地域の個性を活かしながら、地方を活性化し、持続可能な経済社会

を目指すデジタル田園都市国家構想を推進するため、地方からデジタル

の実装を進めるとともに、地方への新たなひとの流れの創出や、デジタ

ル化による新たな変革の波を起こすことで、地方と都市の差を縮めてい

くことを目的に創設された交付金です。交付金の対象となる取組は三つ

のタイプに分かれており、タイプ１は他の地域等で既に確立されている

優良モデル・サービスを活用した実装の取組を支援するもので、上限額

を１億円とし、補助率は事業費の２分の１となります。具体的な事業例

としましては、引っ越し手続のオンライン予約やロボット技術を活用し

た橋りょう点検などがございます。タイプ２及び３については、データ

連携基盤を活用し、複数のサービス実装を伴う取組を支援するものです。

この度、本市で交付決定を受けた事業は３事業あり、いずれもタイプ１

に分類されるものとなりますので、タイプ２及びタイプ３の詳しい説明

については省略いたします。続きまして、補正予算書１０、１１ページ

をお開きください。１５款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国

庫補助金、１節総務管理費国庫補助金、デジタル田園都市国家構想推進

交付金として、８４３万３，０００円を計上しております。先ほど御説

明しました、デジタル田園都市国家構想推進交付金のタイプ１の交付決

定が令和４年４月１日付けで行われたことから、この度、歳入予算とし

て計上するものです。また、デジタル田園都市国家構想推進交付金の歳

入に伴い、令和４年度当初予算において、新型コロナウイルス感染症対

応臨時交付金の活用を見込んでいた事業の財源充当に変更がございます

ので、併せて御説明いたします。別にお配りしておりますＡ４横の資料

を御覧ください。新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金及

びデジタル田園都市国家構想推進交付金の充当事業を整理しています。

資料の御説明をいたします。資料の中ほど、事業費とあります列の右、

「コロナ」とくくっておる列が、令和４年度当初予算及び先般の５月臨

時会におけるコロナ臨時交付金の財源充当の状況です。総額２億６，１

０８万９，０００円を２０事業の財源として充当しておりました。各事
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業に対する充当額については、記載のとおりとなっています。次に、そ

の右側の「６月補正」としてくくっておる列が、この度の補正予算の中

で、財源充当の振替を行った内容となります。当初予算において新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当する予定としており

ました６番の「キャッシュレス決済導入事業」、１５番の「学校図書シ

ステム更新事業」及び１８番「電子書籍購入事業」の３事業について、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金からデジタル田園都

市国家構想推進交付金に充当替えをおこなうものです。また、１３番、

１４番の「ＧＩＧＡスクール推進事業」につきましては、臨時交付金と

別に財源充当していました「公立学校情報機器整備費補助金」の補助額

が、当初の内示額から２，０００円増額した交付決定となったことに伴

い、新型コロナウイルス感染症対応臨時交付金の充当を２，０００円減

額するものです。こちらにつきましても、補正予算書の１０、１１ペー

ジの１５款２項６目教育費国庫補助金の中の公立学校情報機器整備費補

助金といたしまして、小学校費、中学校費ともに１，０００円ずつ計上

しておるものとなっております。なお、この度のコロナ分、財源減額し

た１，６６３万７，０００円は、全額を２０番の「スマイルチケット発

行事業」に追加で充当しております。最後に一番右の列、６月補正後と

してくくっておる列が、この度の補正予算後の財源充当の状況となりま

す。説明は以上です。御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部からの説明が終わりました。皆様方からの質疑を

受けます。 

 

伊場勇委員 デジタル田園都市国家構想推進交付金に、三つの事業が当てはま

るところなんですけども、そのほか、例えばＤＸ連携プラットホームと

かアプリを活用した情報発信とか、こちらもデジタル田園都市国家構想

推進交付金のほうに移せば、もっと新型コロナウイルス感染症対応地方

創生臨時交付金の使える幅が増えるんじゃないかなと思います。これは

例えばですけど、タイプ１、２、３に、デジタル推進室のナンバー４と
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５の事業は当てはまらなかったんですか。あえて当てはまらせずに、新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金で使っているんですか。 

 

和西企画部長 今回、デジタル田園都市国家構想推進交付金につきましては、

年度途中というか、予算作業の真っ最中に国のほうから方針が出まして、

枠等がございましたので、当初予算を確定した後、どの事業に充ててい

こうか、どれが効果的か、市として考えた上で、今回３事業を充てさせ

ていただいたところです。 

 

伊場勇委員 そうしたら、デジタル田園都市国家構想推進交付金の枠が決まっ

ているんですね。それがこの８４３万３，０００円程度なんですか。 

 

和西企画部長 この補助金につきましては、資料にもお付けしたとおり、タイ

プ１ということで、３事業を今回上げたわけですけれど、市として、「優

良なモデル・サービスを活用した実装の取組」にふさわしくて補助金に

該当するものは何かというところで、この３事業を選ばせていただいた

というところになります。 

 

伊場勇委員 実際、枠というのはどれぐらいあるものなんですか。それは、市

の規模によって変わってくるとか、本市だったら幾ら程度あるとか、そ

ういうことは分かりますか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 こちらの資料の中にもございますが、

申請数につきまして、市町村で５事業という上限が設けられた上での申

請となっております。金額についての要件は、私どもで把握しておりま

せんが、申請件数については、５件ほどは受け付けますと、その中で採

択されるかどうかというところが、また出てこようかと思っております。 

 

伊場勇委員 対象事業のタイプ２とタイプ３のデータ連携とかスマートシティ

ー構想とかは、今から非常に大事になってくるところだと思うんですけ
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ども、本市において、この事業がないということなんですか。今後も、

こういうデータ連携基盤とかをどんどん使っていかなきゃいけないと思

うんですけど、そういった面でどういうふうにお考えなのか教えてくだ

さい。 

 

和西企画部長 資料にございますとおり、タイプ２、タイプ３につきましては、

都市ＯＳ、いわゆるデータ基盤を基にしてスマートシティーを進めてい

くというようなことに取り組んでいる自治体について、補助金が該当す

るというところになります。スマートシティーの最終形として、やはり

このタイプ２、タイプ３というのは、国が示しておるところでございま

すが、やはりここにチャレンジしていくに当たっては、データ基盤を作

るという、一番データを収集し、活用し、どうまちづくりに活かしてい

くかという、本当に難しいことで、いろいろなことがあると思います。

実際、今全国でチャレンジしている自治体が、有名なのは会津若松市、

それから下関市です。情報ですが、山口市が今年から取り組もうかとい

うようなことも聞いてはおりますが、全国でも数市で、１０までいかな

いと聞いておるところでございます。まして、タイプ３になりますと、

基盤を活用してサービスを開始するという、更にハードルが上がってま

いります。これに該当するのは会津若松市ぐらいしかないのではないか

と言われておるところです。ただ、本市におきましても、そうは言って

もこのタイプ２、タイプ３を目指していかなきゃいけないというところ

で、３月ぐらいですか、年明けから、この分野に精通している業者の方

の研修というのを、担当部署でしっかり受けておるところで、取り組ん

でいく体制というのは、今整えておるところではございます。 

 

岡山明委員 ちょっと私のほうからは、今言われたデジタル田園都市国家構想

推進交付金ということで、先ほど５事業を予算として取れるという話を

されたんですけど、今ここで見る限り３事業という状況ですよね。そう

いう状況で、今年１年間に、もう２事業を取れる可能性があります。こ

の１年間を通して、新たに引き込めるものなんですか。 
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和西企画部長 今のところ追加募集等については聞いておりませんので、この

３事業で本市は補助金を頂くという形になるかと思います。 

 

岡山明委員 今後、これから追加するような補正はできないということで、例

えばデジタル田園都市国家構想推進交付金となると、山口東京理科大学

が来年度には新しい学部ができて、学園都市という状況で、そういう教

育関係の補助金のような追加補充はないと、もう今回の３事業で終わり

ということですか。それだけちょっと確認したいんですけど。 

 

和西企画部長 今お話ししたのは、令和４年度につきましては、追加募集等は

ございませんということで、令和５年度につきましては、この補助金は

引き続きあると聞いております。ただ、このタイプ１というのは、よそ

の自治体でやっていることを横展開するときに該当しますというような

要件がございますので、その辺りを加味しながら補助申請を行っていく

ようになるかとは思います。先ほど申しましたとおり、タイプ２、タイ

プ３につきましては、非常にハードルが高いので、本市がデジタル田園

都市国家構想推進交付金を取るとすれば、タイプ１ということで、令和

５年度予算作業の中でしっかりどの事業が該当するかを検討してまいる

ことになるかと思います。 

 

笹木慶之委員 説明を聞き漏らしたのかもしれませんが、新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金とデジタル田園都市国家構想推進交付金

の充当金事業の関連がよく分からないんですが、どう関連しているんで

すか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 資料で言いますと、「コロナ」と書い

た枠のところ、この度、デジタル田園都市国家構想推進交付金を充てた

３事業も、当初予算の中では新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金の対象事業として財源充当をしておりました。同時に２月、３
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月頃に、デジタル田園都市国家構想推進交付金を国が制度化され、募集

がございましたので、並行して、この３事業については、そちらに申請

をしておりましたところ、この令和４年４月１日にデジタル田園都市国

家構想推進交付金の交付決定がまいりましたので、そちらの交付金を活

用させていただき、それに当たって、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金は、当初措置しておったものをその分減額したという

関連性でございます。 

 

笹木慶之委員 何か趣旨が違うような感じがしますが、６番のキャッシュレス

決済導入事業、それから１５番と１８番の事業というのは、当初はコロ

ナの対応事業として認められたわけですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 はい、認められておりました。コロナ

の臨時交付金が、非常に幅広く使える内容で、デジタル化の推進等も目

的に含んでおりましたので、そういった枠の中で申請をしておりました。 

 

笹木慶之委員 それに関連して、６番のキャッシュレス決済導入事業で、先ほ

どの説明では、タイプ１は２分の１補助となっていますが、この金額が

２分の１になっていないんですよね。２７８万４，０００円。ほかのと

ころはみんな半分になっているんですが、どうなんですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 ６番の事業費の欄５５６万８，０００

円が事業費です。これの２分の１が２７８万４，０００円で、２分の１

になっておるかなと思います。 

 

笹木慶之委員 そうすると、当初の５３３万６，０００円との関係は何ですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 デジタル田園都市国家構想推進交付

金のほうは掛かった事業費全てが補助対象として認められましたので、

２７８万４，０００円を計上しております。当初予算でコロナを充てて
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いたときに、２０数万円ほど差異がございますのは、コロナの臨時交付

金の中では、ランニングコストに掛かる部分、キャッシュレス決済で言

いますと、手数料、通信料、機器保守の委託料のほうはコロナの対象と

して認められておりませんでしたので、その分を外しておったため差異

が生じております。 

 

笹木慶之委員 そういう説明がないと分かりませんわね、これは。それともう

一つは、６月補正で、先ほどの６番と１５番と１８番を新たなデジタル

田園都市国家構想推進交付金の財源に充てたので、余剰分を減額して、

それをスマイルチケット発行に持っていったわけね。スマイルチケット

発行の財源は、コロナじゃないですよね。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 笹木委員のおっしゃるとおり、コロナ

を５月の臨時会でも充てましたし、この度もそこに追加で充当をしてお

ります。 

 

笹木慶之委員 これもコロナでいいわけですか。（「はい」と呼ぶ者あり）な

るほど、分かりました。 

 

宮本政志副分科会長 先ほど、笹木委員が言われた充当事業の表の中の６番と

１５番と１８番がよく分からんのが、今からやる３事業に該当するから

ですね、資料の中のタイプ１、五つの例えば、どういうものをやってい

くということなんですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 この三つの事業の中身ということで

すか。（「うん」と呼ぶ者あり）６番のキャッシュレス決済については、

市民課の窓口のところにＰＯＳレジを入れる事業が……（「違う、違う」

と呼ぶ者あり） 

 

宮本政志副分科会長 これがよく分からんのは、資料の１枚目のページをめく



 10 

ったところに、対象事業の例ということで、タイプ１が載っていますよ

ね。こういった例に基づいて、どういったことに今から取り組んでいく

から、コロナのほうに関係するからこの予算をこっちに持っていったと

いうことが、よく分からんのですよね。さっきからの説明でね。 

 

和西企画部長 当初予算においては、この３事業につきましては、新型コロナ

ウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に該当すると思いまして、予算

充当をしておりました。並行して、この３事業については、よその自治

体でもやっている横展開を本市でもやるというところで、該当するとい

うことがございましたので、デジタル田園都市国家構想推進交付金の補

助申請を予算作業時に並行して行っておりました。そうしたら、国から、

「この３事業については該当します。山陽小野田市に補助金をお渡しし

ます」ということで、交付決定が参りました。つまり、この３事業につ

きましては、ここの概要等に書いてある、デジタル化を活用した地域の

課題解決や魅力向上に向けて、他の地域等で既に確立されている優良モ

デル・サービスを活用した実装の取組、タイプ１に該当するということ

を、国に認めてもらう補助金が出ることになりましたので、今回、コロ

ナから外して、こちらのほうに充当したということになります。 

 

宮本政志副分科会長 そうすると、先ほど岡山委員の質疑の答弁で、今もです

けど、つまり他の自治体の類似政策とおっしゃって、それを検討された

と今言われていますよね。どのように検討されたんですか。例えば、他

の自治体の同じような類似政策を基に、本市の事業に結び付けていくと

いうところは、どのような検討が基になっているんですか。 

 

和西企画部長 このタイプ１の申請をする補助申請の様式の中に、どこの市で

同じようなことをやっていますかということを書き込まなきゃいけない

項目がございまして、それで、例えば電子図書だったら割といろいろ全

国あちこちでもやっております。キャッシュレスも全国あちこちでやっ

ておりました。それからもう一つの図書システムについても、いろいろ
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調べたところ、該当があまりなかった中で唯一どこか見付けられたので、

その申請書に書き込んで横展開をさせていただきますというような申請

書を提出したということになっております。 

 

宮本政志副分科会長 それと、今この１枚目の一番下に期待される効果という

のが載っていて、２枚目の下にも効果が載っているんですよ。費用対効

果までは言いませんけど、本市独自の効果はどういうものを想定されて

いるんですか。 

 

和西企画部長 本市の効果ということでございますと、やはり議会でもお話し

させていただいておりますが、本市のデジタル化推進に当たっては、ス

マート自治体とスマートシティー、つまり行政の内部の内製化を市民サ

ービスの利便性を高めるために行うこと、それから市民の暮らしを豊か

にするスマートシティー、この二つの分野で、今、デジタル推進室を中

心に取り組んでおるところでございまして、それに今回の補助金という

のは、やはり直接的に効果があるものというふうに、こちらとしては考

えておるところでございます。 

 

伊場勇委員 確認なんですけど、例えば１８番の電子書籍購入事業について、

これ７００万円の事業費として、当初予算では、コロナで丸々７００万

円が使えたのに、デジタル田園都市国家構想推進交付金を充当すること

によって、半額の３５０万円ということは、残りのお金を市が出すこと

になるということなんですか。 

 

和西企画部長 デジタル田園都市国家構想推進交付金のみで考えていくとそう

なるんですが、コロナの交付金とデジタル田園都市国家構想推進交付金

の中で、デジタル田園都市国家構想推進交付金のほうで考えた場合、一

般財源充当という観点からいくと、やはり２分の１の補助金が取れたの

で、その分一般財源が減っているという、その大きい枠の中で、今回の

財源充当というのはさせていただいておるところです。 
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岡山明委員 今の答えなんですけど、それはトータルでも考える場合には、一

般財源が減らされるということで、支援策のお金が頂けるという考えな

んですけど、６月補正でも最初のスタートの時点で、例えば１８番の中

央図書館の電子書籍購入事業ということで、当初は７００万円ですよね。

７００万円の事業をしようという状況で、今回、デジタル田園都市国家

構想推進交付金で頂ける状況になったからいいんだけど、事業費の半分

という状況ですよね。事業自体は、一般財源の分がその半額になるから

損得がないから、市としては良かったという状況で、来年度もこの事業

は継続されるという状況があれば、このトータル７００万円のお金はま

た来期ももらえるということでいいんですか。 

 

和西企画部長 総事業費の７００万円というのは変わりません。７００万円の

ままで、当初予算においては、コロナの交付金で全額充当１００％、７

００万円しておったのが、今回、デジタル田園都市国家構想推進交付金

で２分の１の３５０万円、一般財源で３５０万円という財源構成になり

ますので、事業費は７００万円で変わりはございません。 

 

岡山明委員 今言われたので、よく分かります。今までコロナの交付金でもら

っていた分が結局もらえないということで、一般財源から出さないとい

けない状況ですよね。 

 

和西企画部長 先ほど伊場委員の御質問と同じ回答になるんですけれど、コロ

ナの交付金だけで見ると一般財源から支出する形になりますけれど、コ

ロナの交付金とデジタル田園都市国家構想推進交付金と、大きい枠の中

で考えたときは、２分の１の補助金が該当するということで、こちらの

ほうが有利ではないかというようなことを考えて、今回の補正で充当替

えを行ったというところです。 

 

笹木慶之委員 これ、表の指摘をしておきますけど、これは錯覚を起こすのは
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当たり前なんですよ。事業費がまず一番左に書いてありますね。この事

業費に基づいて、この財源の全額が書いてあると皆さん思うんですよ。

だけど、あくまでこれは、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時

交付金とデジタル田園都市国家構想推進交付金の充当額なんですよね。

だから、この上に上記の財源充当額と書いておかんから錯覚を起こすわ

け。今言った三つだけが動いているから、事業費も動いていると思うん

ですよ。これ表の作り方がまずいから、そうなるわけ。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 すみません。資料のほう分かりづらい

点があって誤解を招いたところもあろうかと思います。次回以降、作り

方については分かりやすくなるよう気を付けさせていただきたいと思い

ます。 

 

長谷川知司分科会長 是非お願いします。ほかにはございませんか。（「なし」

と呼ぶ者あり）では、審査番号①のうちの（１）、（２）が終わりまし

た。次に総務課から説明をお願いします。 

 

河田総務課長 それでは、歳出について御説明をします。補正予算書の１４、

１５ページの一番上の表、２款１項１４目防災費、１８節負担金、補助

及び交付金の１１０万円は、地域防災組織育成事業に係る地域コミュニ

ティ事業助成金です。これは、一般財団法人自治総合センターが実施す

る、いわゆる宝くじの助成金を活用したコミュニティ助成事業で、自主

防災組織における防災備品の充実、整備に要する費用について助成され

るものです。令和３年度中に、８月２３日から市のホームページで、ま

た、市広報９月１５日号で募集を行いましたところ、西の浜東区自治会

の自主防災組織から応募がありましたので、交付申請を行っておりまし

たところ、令和４年３月３０日付けで交付決定を受けましたので、この

度、予算の補正を行わさせていただくものでございます。この助成金に

より、整備を予定されている防災備品につきましては、避難所が停電し

た場合を想定して、活動を充実することができる体制を整備することを
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念頭に、カセットガスやプロパンガスを燃料とする発電機３台とその関

連機器のほか、組立てが容易なテント３台となっております。なお、こ

の特定財源となる歳入につきましては、１２、１３ページをお開きくだ

さい。２１款４項３目雑入、２節総務費雑入の宝くじ助成金２３０万円

のうちの１１０万円が、本事業の該当となっております。総務課からの

御説明は以上となります。 

 

橋本消防課長 それでは、審査番号①（３）歳出（特定財源を含む）に係る説

明のうち、消防課分について説明します。補正予算書２０ページをお開

きください。９款消防費、１項消防費、３目消防施設費につきまして、

事業費の変更はございませんが、当初、地方債の充当率７５％で予算を

組み、県に起債申請したところ、充当率９０％に該当するとの連絡があ

ったことから、特定財源の充当率を９０％に見直し、市債を１，６３０

万円増額し、一般財源を１，６３０万円減額するものです。これに関し、

歳入につきましては１２ページをお開きください。２２款市債、１項市

債、７目消防債、充当率７５％を９０％に引き上げることから、８，１

００万円を１，６３０万円増額し、９，７３０万円とするものです。な

お、地方債補正につきましては、６ページをお開きください。第３表、

地方債補正について、消防施設整備事業債につきまして、起債充当率の

引き上げがありましたので、限度額８，１００万円を９，７３０万円に

増額するものです。消防課からは以上です。審査のほどよろしくお願い

します。 

 

長谷川知司分科会長 執行部の説明が終わりました。委員からの質疑を受け付

けます。 

 

笹木慶之委員 総務課長にお尋ねしますが、地域コミュニティ事業助成金とい

うことで、自主防災組織の設備の補完ということなんですけど、今年は、

西の浜の自主防災組織について、設備を整備するということですよね。こ

れは、ほかの地域はどの程度できているんですか。 
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河田総務課長 今年度の整備予定でございますけれども、この宝くじの助成金

を活用した事業は、こちら西の浜東区自治会、自主防災組織の１団体とな

っております。 

 

笹木慶之委員 今までも含めて、それから要望等も含めての実態はどうなって

いるんでしょうか。 

 

市山総務課危機管理室長 先ほどの件なんですけれど、まず、令和４年のコミ

ュニティ助成金、本年度については西の浜東区だけというのが、令和３

年にホームページ及び広報等で、まず募集したところ、そのときの募集

件数自体も１件というところで、募集のあった西の浜東区のみについて、

申請のあったところです。過去については、１０年以上前のものになる

とデータを持ってきておりませんので、大変失礼いたします。 

 

笹木慶之委員 私も見過ごしちゃったのかなと思って聞いたんですよ、状況が

分からないからね。要は、防災体制を整備する中で、この事業そのもの

を、市はどのように思っておられるのか。どんどん進めていって、地域

の自主防災力を上げていこうとしておられると思うんだけど、ただ、こ

のような方法論でいいのかどうかですね。ただ、１か所だけやってもな

かなか難しい面があると思うんですよ。例えば、それを統括される消防

の立場としても、ここの部署はこうなんだということだけの断定になっ

てしまうから、その辺はどうなんでしょうか。 

 

河田総務課長 おっしゃるとおりでございまして、こちらの事業を用いまして

防災資機材の整備をするというものも一つの手法であると考えておりま

すが、やはり地域の防災力を向上するということになりますと、ハード

の整備のほかに、もちろんソフトの整備といったこともございますし、

日々の活動に取り組んでいただくということもございます。その辺りを

総合して、地域の防災力を高めていく必要がございます。この事業を活
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用していただく場合には、補助額が最高で２００万円までが対象となり

ますので、こういった発電機ですとか、大きな資材を整備していただく

ときに御活用いただくというものも手段として活用していただければな

と思いますし、身近な消耗品等も含めた身の回りの資機材の整備という

ことにつきましては、市の独自の制度であります自主防災組織の活動補

助金を活用していただく仕組みでこういったことの活用もしていただけ

ればと思いますし、ソフト面に関しましては出前講座を活用していただ

くといった辺りで、総合的な取組を進めてまいりたいというふうに考え

ております。 

 

笹木慶之委員 西の浜というのは、これは地域のことですか。 

 

河田総務課長 西の浜東区自治会という名称の自治会がございまして、そちら

の自治会で自主防災組織を組織しておられます。 

 

笹木慶之委員 そこで、今まで私たちも自主防災組織を作って、市の補助をも

らって活動していますけど、金額的にもかなり差があるんじゃないんで

すか。これ皆さん、自治会が御存じじゃないんじゃないかと思う。だか

ら、やはり何がしかの形で、時を選んで、やはりもっと説明されてもい

いと思いますよ。といいますのが、私たちが買えるのはスコップぐらい

のもんですよ。それでは、いざというときに何もならないといいますか

ね。だから、せっかくこういう事業があるのであれば、全域に行き渡る

ことは難しいかと思うんだけど、できるだけやはりＰＲをして、申請、

募集をするようにされたらどうでしょうか。 

 

河田総務課長 御指摘のとおり、周知の面でまだまだ至ってないというふうに

も認識をしておりますので、機会があるごとに周知を図ってまいりたい

と思います。市で出前講座にお伺いするときとか、そういった機を見計

らって適宜、周知を行うように努めてまいりたいと考えております。 
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宮本政志副分科会長 この西の浜東区自治会で、発電機が三つと、テント三つ

と言われましたよね。テント三つというのは１１０万円のうちで割合は

低いんでしょうけど、発電機は１台当たり幾らぐらいするものなんです

か。 

 

河田総務課長 発電機ですけれども、見積価格、大体１台当たりの単価が１１

万円のものと１５万５，０００円のものがございます。この違いはとい

いますと、１１万円のものは、カセットボンベを使用した軽量で持ち運

びしやすいもので、値段が少し高いもう一つのほうの１５万５，０００

円のものは、ＬＰガスのガスボンベを接続して使用するもので少し重た

いんですけれども、発電の容量ですとか、持続時間が長い、こういった

組合せをされて活用されるというふうに伺っております。 

 

宮本政志副分科会長 購入されるときは、市内業者優先か、それとも自治会任

せになっているんですか。 

 

河田総務課長 基本的には自治会のほうで御購入いただくようになると思いま

すが、やはり公費でございますので、その辺りは競争性ということと市

内業者を御活用いただきたいというお願いはしてまいりたいと思ってお

ります。 

 

長谷川知司分科会長 私から今の件ですが、これらの保管場所、そして維持管

理はどのようになっておりますか。 

 

河田総務課長 地元自治会で保管をしていただくようにお願いしております。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはございませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）で

は、審査番号①については、これで終わります。職員入替えのため、こ

こで１０分ほど休憩しましょう。５５分から再開いたします。 

 



 18 

午前１０時４７分 休憩 

 

午前１０時５５分 再開 

 

長谷川知司分科会長 では、休憩を解きまして分科会を再開いたします。審査

番号②、企画部からの説明をお願いいたします。 

 

山根企画部次長兼情報管理課長 それでは、情報管理課から補正予算書１４、

１５ページを御覧ください。２款総務費、１項総務管理費、４目情報管

理費５９２万円の補正について御説明をいたします。補正前２億６，７

７２万３，０００円に対し、補正後は２億７，３６４万３，０００円と

なります。補正内容は、本市イントラネット光ケーブルの支障移転の経

費でございます。本事業は、山口合同ガスが実施するガス管敷設工事の

施工に当たり、支障となる本市のイントラネット光ケーブルを移設する

事業でございます。場所は、県道小野田港線、小野田橋北側付近、旭町

でございます。令和４年度に仮移設を行い、令和５年度に本移設、戻し

を行う予定としております。仮移設の希望期限は令和４年９月末で、移

設に係る費用は、山口合同ガスが全額補償することとなっております。

経費の内訳ですけれども、１１節役務費、手数料に管路取付け可否調査

料として５万４，０００円。１２節委託料、工事委託料にイントラ光ケ

ーブル仮移設費として５８６万６，０００円を計上しております。次に、

この財源となる歳入についてでございますが、予算書１２、１３ページ

の２１款諸収入、４項雑入、３目雑入、２節総務費雑入、雑入金に、山

口合同ガスからの補償金として５９２万円を計上いたしております。説

明は以上でございます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 それでは、企画課分について御説明い

たします。補正予算書の１４、１５ページをお開きください。２款総務

費、１項総務管理費、９目企画費、１節報酬、委員報酬として１４万４，

０００円、１０節需用費、消耗品費として１万円を計上しています。こ
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れは、自治基本条例審議会の委員報酬並びに消耗品費となります。内容

につきましては、資料を基に御説明いたします。「自治基本条例の見直

しについて」と記載した資料を御覧ください。自治基本条例は「本市に

おける市民自治の基本理念を明らかにし、市民が主役のまちづくりの実

現を図る」ことを目的として、平成２４年１月に施行された条例です。

素案の作成に当たっては、公募市民２４人で構成する「自治基本条例を

つくる会」で議論を重ねられるなど、市民が主体となって作成された、

まちづくりに当たっての理念条例といった位置づけのものです。条例見

直しの根拠についてですが、資料中項目の１を御覧ください。条例中の

該当箇所を抜粋して掲載しています。第３５条において「社会経済状況

の変化等に応じて、５年を超えない期間ごとに条例の見直しを検討する

こと」としており、この条項に基づき見直しの検討を行うものです。前

回の見直し検討は平成２８年度に行っていることから、本来であれば昨

年度までに見直しの検討を行うべきところでしたが、昨年度においては

公募委員を募集したものの応募がなかったこと、また、改めて公募委員

を募ろうとしたタイミングが、新型コロナの影響によるまん延防止等重

点措置の対象となった時期であったことから、会議の開催がかなわず、

今年度において、改めて見直しの検討を行うよう考えています。見直し

に当たりましては、同条第２項において、「附属機関として自治基本条

例審議会を設置すること」となっており、資料中項目の２番に、自治基

本条例審議会の規則を掲載しています。委員は１５人以内とし、その枠

組みについては、学識経験者、公募により選出された市民、その他市長

が必要と認める者としています。予算額の根拠については、会議１回当

たりの報酬の額４，０００円に、想定している委員数１２人、開催予定

回数３回を乗じた額としています。なお、報酬の額につきましては、山

陽小野田市報酬及び費用弁償支給条例によるものです。議決を頂けた後

のスケジュールについては、項目の４に記載していますとおり、７月か

ら８月にかけて公募委員の募集、その後、８月から１０月までで３回の

会議を考えており、条例の見直しが必要となった際には、今年の１２月

議会に改正案を上程できるよう進めていきたいと考えています。なお、
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資料２枚目には参考といたしまして、前回見直し時の検討結果等を付け

ております。補正予算に関する企画課の説明は以上です。御審査のほど

よろしくお願いいたします。 

 

杉山シティセールス課長 補正予算書１８ページ、１９ページの７款商工費、

１項商工費、４目観光宣伝費、１８節負担金、補助及び交付金において、

山口ゆめ回廊圏域住民周遊促進事業負担金を１９０万４，０００円増額

します。７市町で構成する山口県央連携都市圏域においては、圏域が目

指す将来像を「互いの構成と魅力を高め、交流や雇用が生まれ、あらゆ

る地域に定住できる連携都市圏域」に向けて、令和４年度からの５年間

の取組を「第２期山口県央連携都市圏域ビジョン」としてまとめていま

す。この中で掲げられた四つの重点プロジェクトの一つが、提出資料①

の「観光地域づくり」です。提出資料①を御覧ください。「観光地域づ

くり」における今年度の取組は、「①－１コロナ禍における集中的な対

策」及び「①－５圏域内交流の更なる促進に向けた取組」として、昨年

度までの山口ゆめ回廊博覧会を通じて築いたまち歩き観光のコンテンツ

や受入体制を生かした圏域版マイクロツーリズムの取組を実施し、圏域

内の周遊促進を図るものです。具体的な今年度の取組としては、山口ゆ

め回廊博覧会で人気であった７市町のエリア周遊「リアル宝探し」や７

市町の食材に着目した「食の回廊周遊促進事業」、レノファ山口ＦＣホ

ームゲームスタンプラリーなどを予定しており、当初予算において山口

ゆめ回廊観光誘客事業負担金として計上しております。この度の補正予

算は、これらの事業に加えて、「①－５圏域内交流の更なる促進に向け

た取組」のうち、観光・文化施設における子供の施設入場無料化イベン

トの実施として「山口ゆめ回廊圏域住民促進事業」を追加することに伴

い、事業費を増額するものです。具体的な事業の内容につきましては、

提出資料②「令和４年度山口ゆめ回廊圏域住民周遊促進事業について」

の１ページを御覧ください。まず、１、市町における事業目的及び概要

としましては、県央７市町に居住する住民に７市町という枠組をより知

ってもらい、巡ってもらうことを目的としています。また、次に７市町
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の公共の施設、観光又は文化施設において、夏休みを実施期間とし、７

市町に居住する子供が施設を利用する際に支払う料金を減免するもので

す。次に、２、本市の実施内容ですが、対象施設としてはきららガラス

未来館を選定しました。その理由として、本市は、これまできららガラ

ス未来館を拠点として、ガラスアートのまちづくりに取り組んでおり、

施設に来館される方は、年々増えてきているところでした。しかしなが

ら、近年のコロナ禍の影響により、来館者数は減少を余儀なくされてお

り、この度の事業をきっかけとして、ガラス文化を市内外にＰＲし、よ

り多くの方にガラス体験をしてもらうことでガラスの魅力を知ってもら

い、来館者数の増加につなげたいと考えました。次に、２、対象者の範

囲及び減免の内容として、対象者は、中学生以下の子供とし、保護者同

伴を条件としております。ただし、７市町共通のルールとして、学校、

子供会等の団体利用はできません。減免の内容は、きららガラス未来館

での①から⑤までの体験料について、その体験料を半額に減額します。

エナメル絵付け体験、サンドブラスト体験、ジェルキャンドル体験、万

華鏡体験、ガラスアクセサリー体験の５種類になります。「～」となっ

ているものは、パーツ等オプションで料金が更に高くなることがありま

すが、含めて半額と考えております。続きまして、(３) 実施期間は、７

月２１日（木）から８月３１日（水）までの夏休み期間における開館日

とし、お盆期間である８月１３日（土）から１６日（火）までは除きま

す。(４) 事業の周知は、７市町の対象施設で利用できるクーポン券が付

いたチラシを、夏休み期間に入る前に、幼稚園、保育園、小・中学校で

対象となる子供に直接配布することで周知し、事業の実施につきまして

は、広報紙に掲載し周知を行ってまいります。周知チラシについては、

提出資料③を御覧ください。続きまして、事業費の算出について、提出

資料②の２ページを御覧ください。まず、(１) 期間中における体験料合

計額の算出は、圏域の子供が利用したガラス体験料のうち、減額となっ

た金額を市がきららガラス未来館の指定管理者に補塡することから、期

間中の体験料の合計額を算出しました。具体的には、開館日数、１日当

たりの受入上限人数、一人当たりの単価、圏域の利用率を乗じて、実施
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期間における体験料合計額を算出しています。一人当たりの単価は、過

去３年間の実績の中で、最も一人当たりの平均単価が高い令和２年度１，

６０５円の１００円未満を切り上げた１，７００円としています。圏域

の利用率は、山口県央連携都市圏域に居住する中学生以下の利用割合で

あり、きららガラス未来館における過去の調査では、６割程度の利用率

でしたが、この度の事業の実施に当たり圏域の利用率が増加することを

想定し、２割増しの８割としております。結果、期間中における体験料

の合計額は、３８０万８，０００円となります。よって、市が負担する

金額は、(２) 市が負担する金額の算出にありますように、体験料合計額

３８０万８，０００円に減額率２分の１を乗じた１９０万４，０００円

となり、この金額をきららガラス未来館の指定管理者にお支払します。

なお、支出に対する財源としましては、全額、一般財源を充当します。

最後に、当該事業については、昨年１１月の山口県央連携都市圏域推進

協議会の場において、実施の提案があり、７市町で協議を続けてまいり

ましたが、当初予算に盛り込むことができず、４月に実施の目途が付い

たことから、この度の補正予算で事業費の増額をお願いするものです。

なお、今年度は実証事業として実施し、今年度の実績を踏まえて、次年

度以降の実施について７市町で検討することとしております。説明は以

上です。御審査のほどよろしくお願いいたします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部の説明が終わりました。委員からの質疑を受け付

けます。 

 

古豊和惠委員 （２）の市が負担する金額の算出で、受入上限人数ですね。こ

れは、１００人超えた部分はもう１００人で切るってことですね。そう

したら、もし５０人のときには１９０万４，０００円はどうなるんです

か。その金額はお支払するんですか。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 委員の今の御質問の件ですが、こちらは

実績ベースでのお支払を想定しております。 
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伊場勇委員 シティセールスのほうを続けていきます。この７市町以外の子供

は、対象外なんですよね。なので、里帰りしてきた子供とかは対象外と

いう、その意味合い、理由を教えてほしいなと思うんですけども。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 今の御質問の件ですが、こちらは先ほど

ちょっと御説明したとおりで、圏域に居住する方を対象に実施するもの

になります。あくまで圏域での取組になりますので、冒頭の御説明でも

ありましたが、圏域マイクロツーリズムという形で、現在取組を進めて

おりますので、圏域内を周遊していただくということで、このような対

象者を選定しております。 

 

伊場勇委員 それと、お盆の期間なんですけども、お盆だったら仕事が休みで、

親が行きやすくなったりということもあると思うんですが、これはなぜ

ですか。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 そちらにつきましては、観光のプロジェ

クトチーム会議の中で協議いたしましたが、このお盆の期間というのは、

繁忙期というふうに認識しておりまして、こちらは事業の対象とせずと

も、来館いただく方が多く見込まれるということで、こちらの期間につ

いては、事業の対象から外しているところです。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはございませんか。（「なし」と呼ぶ者あり）シ

ティセールスに関することで、ちょっと私から聞きます。先ほど説明で、

７市町共通のルールとして、学校子供会等の団体利用は不可と言われま

したけど、共通ルールをなぜ採用されているのか、教えてください。 

 

杉山シティセールス課長 基本的には、これは子供を御家族なりの保護者に連

れてきていただいて、できれば一緒にその保護者の方にも体験をしてい

ただきたいというものになります。保護者の方は減免対象ではなく、本
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来の金額を支払うというところがありますので、今の学校ですとか、子

供会ですと、引率人数に比べた大人の方が少ないので、そういった利用

の想定ではなく、家族単位等で来ていただきたいということで、こうい

う設定になっております。 

 

長谷川知司分科会長 最近は子供会の場合は、そんなに差はないと、親御さん

も結構付いていらっしゃいますから、一概に子供会を外されるというの

はちょっと寂しいような気がするんですけど、どうでしょうか。 

 

杉山シティセールス課長 趣旨としては、今のお話になりますので、基本的に

その親御さんが一対一で付いているのであれば、子供会としてではなく、

親子でということで利用申込みをしていただければ、その辺りはある程

度柔軟に対応できるのではないかと思っております。 

 

長谷川知司分科会長 頂いた資料の１で、７市町における事業目的及び概要と

いうところには、県央７市町に居住する住民にということで、別に親子

でないといけないということは書いていないんですね。だから、それで

あるのに、この対象者から学校、子供会等を外すというのが、なぜかな

と思ったんですね。そういうのであれば、今後も目的をもうちょっと詰

めたほうがいいかなと思ったんですが、どうでしょうか。 

 

杉山シティセールス課長 重点プロジェクトの取組内容として、観光文化施設

における子供の施設入場無料化というところが先に掲げてあったので、

この度の７市町の協議の中では、そこからスタートしているところがあ

ります。また、協議の場では、そういった意見があるということも伝え

ていきたいと思います。 

 

長谷川知司分科会長 やっぱり県央をよく知ってもらうというのが第一目的で

あれば、それをよく考えていただきたいなと思いました。これ意見でい

いですよ。 
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岡山明委員 同じような質問ですけど、２ページの３事業の算出というところ

で、米印の２番ですね。１００円未満を切り上げたというコメントが入

っているんですけど、普通は利用者にとっては金額が１００円増えます

よね。それを逆に切捨てと思って見たら、切上げという状況だったんで

すが、それはどういう趣旨の下で切上げになっているんですか。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 こちらにつきましては、あくまで予算を

算出するための根拠となりますので、今回補正するに当たって不足が生

じないようにという考えの下、１００円未満を切り上げたというところ

です。 

 

杉山シティセールス課長 補足させていただきます。実際に体験をされる方が

お支払になる金額は、最低の利用料金からパーツ代―１ページの表側

に、例えばエナメル絵付け体験ですと①で１，３００円とあります。一

番高いのがこの中ですと⑤のガラスアクセサリー体験１，６１０円とあ

ります。利用される方によってこの金額は違いまして、ガラスのパーツ

をいろいろ付けたいという方は更に金額がどんどんアップしていきます。

ですので、最終的な金額に対して、体験される方はその半額だけお支払

をしていただくので、そのときには端数の切上げとか切下げといった処

理はありません。今こちらの資料につきましては、予算を確保する上で、

不足しては困るので、切上げという処理をしているものです。 

 

岡山明委員 予算上の計上で不足が出るとまずいという発想の下で、料金の値

上げといったらおかしいけど、端数の切上げという状況になると。実際、

令和２年度は１，６０５円ですよね。極端な話、金額的に見たら９５円

上がっていると。約１，６００円を１，７００円って、これは申し訳な

いけど、圏域の利用率が８割という状況ですから、そういう地元の利用

者に対しても、利用金額が違うのは、これはちょっといかがかと思うん

ですけど、その辺どうですか。もう一度聞くんですけど。 
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杉山シティセールス課長 ちょっと説明の不十分なところがあるかもしれない

んですが、この１，６０５円とか１，７００円という金額は、実際の利

用者がお支払になる金額そのものではありません。計算上のものになり

ますので、先ほども申しましたが、もし、エナメル絵付け体験１，３０

０円であれば、６５０円が御本人様の実際にお支払になる金額になりま

す。 

 

岡山明委員 分かりました。これは、極端な話、入場料とかそういう単位じゃ

ないと。今この計算で出しているのは、あくまでもエナメル絵付け体験

の金額に対しての平均額が１，６００円という形、そこでそういうトー

タルとして今回ちょっと上げようということですね、そうすると。 

 

杉山シティセールス課長 はい、おっしゃるとおりです。 

 

笹木慶之委員 二つお尋ねします。まず１点は、保護者同伴を条件とするとい

うことなんですが、保護者とは何なのか。保護者の定義を教えてくださ

い。 

 

杉山シティセールス課長 基本的には親御さんのことが多いかと思いますが、

大人の方が付いていらっしゃれば、必ずしも父母でないといけないとか

祖父母でないといけないということは考えておりません。７市町の中で

もそういった協議はなかったので、あくまで、本市の場合、指定管理料

をきちんとこのように議会に諮って増額補正しておりますけれども、他

市町においては、サービスとしてお願いできないかということを施設と

のやり取りの中でもあるようです。ですので、先ほど申し上げましたよ

うに、大人の方が一緒に付くことで、子供料金を減額した分を、ある程

度ペイできるほど取り返せるようにという意図が、正直なところとして

あって、保護者同伴ということでいこうというものですので、厳密な定

義ということについては、話し合っておりません。 
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笹木慶之委員 分かりました。その程度の緩やかな形がいいと思います。ただ、

ＰＲのときに、その辺りのことが引っかかるんですよね、受けるほうが。

だから、保護者となると、普通は、じいちゃんやばあちゃんはいけない

んですよね。通常の場合には親なんですよ。しかし、キッズサマーパス

には、家族でと書いてある。家族となれば、じいちゃんやばあちゃんは

当然いいわけですからね。だから、しかしそれを超えて、大人の方が付

いておられれば、同伴であればいいということなら、ＰＲをひとつよろ

しくお願いします。もう１点は、中を見てみますと、このサマーパスで、

本市は１回しか行けないとなっているんですよ。ところが他の市につい

ては、何回でもいいですとなっているんですが、その考え方を教えてく

ださい。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 委員の御指摘のとおり他市町の対象施設

は複数回利用ができるようになっておりますが、本市の施設につきまし

ては、受入れできる人数が他の施設よりも多くないといったところから、

このような設定をしております。さらに、もう１点理由としましては、

より多くの方にガラス体験を行っていただきたいと考えておりますので、

回数は１回と限っているところです。 

 

笹木慶之委員 より多くの方にという思いがあるならば、それはそれでいいん

ですが、ちょっとこれを普通の人が見られたら、何で山陽小野田市だけ

１回なのかという疑問が湧くんですよね。だからこの辺りも、より多く

の方に来ていただきたいから、ひとつお願いしますというような親切な

説明をやっぱり付け加えないと誤解を招くと思います。よろしくお願い

します。 

 

前田浩司委員 ちょっと細かいことで申し訳ないんですけれども、県央の７市

町に住んでいる方、特に来られた方の確認手段というか、この辺はどの

ようなことを考えておられるのか、御説明をお願いいたします。 
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渋谷シティセールス課観光振興係長 こちらは、きららガラス未来館来館時に

は、受付簿の中で、氏名、居住地、年齢等を記入していただくようにな

っております。クーポン券の利用を希望された方については、そちらの

受付簿を見る中で居住地と年齢を確認するような形で運営を考えている

ところです。 

 

前田浩司委員 本人確認も確実にできるということなんですけど、具体的にこ

こまでこう、あくまでも７市町に居住されている方限定というふうな事

業に思えるので、その辺の本人確認もしっかりできるのかなというとこ

ろだけ、再度お伺いします。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 チラシには、学生証等年齢を確認できる

ものを御提示いただく場合がございますというような形で、こちらは必

須とは記載しておりません。本市については、今考えておるのは、受付

簿の中で確認し、できる範囲で、それがうそ偽りないということで対象

者を見極めたいと考えております。ですから、追加で学生証の提示とか

は、現在のところ考えておりません。 

 

宮本政志副分科会長 資料②の１番は、知ってもらうことと巡ってもらうこと

を目標にしていますよと。その下に、本市の実施内容としても、下から

三つ目から、ガラス文化を市内外にＰＲして、より多くの方にガラスの

魅力、まちの魅力を知ってもらうと。そして、来場者数の増加につなげ

ていくことを目的としていますと。目的が達成されたら令和４年度の促

進事業についてはいいと思うんですけど、その先は、本市としては何に

結び付けていこうと考えて、この事業をされているんでしょうか。例え

ば、総合計画との整合性の観点からでもいいですけど、何に結び付けて

いこうと思われているんですか。 

 

杉山シティセールス課長 観光施策は様々な地域資源を活用し、また様々な手
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法があります。観光自体が今総合計画の中では、移住・定住・交流とあ

りますので、ゆくゆくは移住なり定住なりに興味関心を持っていただけ

るところまで、本来は少しでも多くつなげていけることが観光の目的だ

と考えておりますので、全く本市を訪れたことがない方が、まずはこち

らに来てみて、近くに竜王山があるとか、きらら交流館があるとか、そ

ういったところからまたパンフレットも一緒に配置して、市内のほかの

ところを巡るという、まず観光の面での広がりを期待したいと思います

し、最終的には、総合計画としては、移住定住までいけば、それが一番

理想な形であるとは考えています。 

 

宮本政志副分科会長 そうすると、本市の場合は来館者数の増ですから、もう

数を測れば分かりますよね。これは例えば７市町を知ってもらって巡っ

てもらうということを目的とするんだったら、どれだけの人数の方に知

ってもらったんかな、巡ってもらったんかなというのは、きちっとその

辺りも、ある程度の数値化とか把握されていかれるんですよね。 

 

杉山シティセールス課長 それぞれの施設で実績を取っていきますので、そち

らは検証の際にまたはっきり出ると思いますので、踏まえてと考えてお

ります。 

 

長谷川知司分科会長 ちょっと聞かせてください。チラシを見ますと、山陽小

野田市だけが有料で、ほかは無料なんですね。ちょっと負けているなと

思って、次回考えるときは、同じ土俵でいけるように考えたほうがいい

かなと思います。ガラスはいいんですけど、やはり無料のほうへ流れる

方が多いんじゃないかなと思いました。 

 

渋谷シティセールス課観光振興係長 御指摘いただいたとおり、他の施設につ

いては、確かに言われるように全額無料としております。本市がこの度、

半額という価格設定をした理由は、まず、体験料を全額にするよりは、

料金負担があっても、なお本市のガラス体験に興味を持っていただける
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ような方をターゲットとし、今後もリピーターとして来館いただければ

というような考えからです。さらにもう一つですが、他の市町は、金額

は無料とうたっているんですけども、そちらの子供料金が大体１００円

から４００円程度となっております。この度、本市は半額ではあるんで

すけども、予算の算出根拠で１，７００円という体験料を設定しており、

その半額なので平均でいうと８５０円の負担ということで、減額の額で

いうと他の市町よりも大きな金額となっております。したがって、半額

であっても金額的にはＰＲができると思い、このような設定をしており

ます。 

 

長谷川知司分科会長 言われるのは分かるんですが、見た人は半額の金額は分

からないんですね。ですから、これに加えて、竜王山オートキャンプ場

への入場を無料にするとかいうこともくっつければ、両方行ってみよう

かということになると思うんです。ちょっとこれだけだったら、山陽小

野田市だけ有料ということしか分からないので、もし次回があれば、も

うちょっと分かるようにしたほうがいいかなと思いました。いいですか、

これは要望です。 

 

伊場勇委員 情報管理費のところで、イントラの移設ということなんですけど、

これは途切れるとか何か本市に影響はありますか。その点いかがでしょ

うか。 

 

村上情報管理課課長補佐 切替えの作業は１日を予定しておりますので、その

際に光ケーブルが切断されます。そうすると小野田橋より南側の市の関

連の施設でネットワークが遮断されますので、その業務に影響が出ない

ように土日や夜間での切替えで、今調整をしているところです。 

 

伊場勇委員 自治基本条例の見直しについてなんですが、現状の自治基本条例

の第１章の前の、市民が主役のまちづくりというところで、これは中期

基本計画で「誰もが主役のまちづくり」となっていて、以前、少しこの
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ことについてどうなんだということを聞いたことがあります。こういっ

たことは、審議会で出なければ、そのままここは触らないということで

すか。例えば、市として、中期基本計画と少し照らし合わせて、そのこ

とについても協議するといったことはあるんですか、ないんですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 委員のおっしゃられたとおり、基本計

画、総合計画等も勘案しながら、審議いただく前には、一旦審議いただ

くための何らか材料も必要だと思っておりますので、事務局側として、

この辺りを変える必要があるのではないかというところについては、お

示しもしながら、中で議論を深めていきたいと考えておりますので、今

おっしゃられた辺りも、現在のこちら側だけの考えではありますが、議

論の対象になってくるのではないかと考えておるところです。 

 

伊場勇委員 市民公募委員については、応募が去年はなかったということなん

ですけども、少し工夫をして募集されるんですか、今までと一緒ですか。

それと、学識経験者についてはどういった選び方をするんですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 まず公募委員の募集につきましては、

昨年度の募集時に、期間が半月と若干短かったかなとも思っております

ので、期間をもう少し取ろうかなという辺りしか、今検討は進んでおら

ない状況ですが、御応募いただけるような形を作りたいと思っておりま

す。あと、学識経験者につきましては、前回見直し時の資料に記載して

おりますが、弁護士、人権擁護委員、公平委員会委員、それから山口理

科大学教授という４方で実施をしております。この度も昨年度をベース

には考えておるんですけれども、現在は、市で単独の公平委員会という

のを廃止しておりますので、そちらについては、この度はなくす方向で

考えておるところです。 

 

前田浩司委員 今の伊場委員からの公募市民の件なんですけれども、前回、平

成２８年度に公募されたときに、実際手を挙げられた方が何人いらっし
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ゃって、人数が多ければ、どのような形で審査をされるのか、もしよろ

しければ教えてください。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 前回につきましても、募集した人員と

同数の方が応募されて、公募委員になられたように聞いております。２

名の募集に対して同数の応募があったと聞いております。 

 

長谷川知司分科会長 ほかにはありませんか。（「ありません」と呼ぶ者あり）

また質問しますが、今の件について、当初じゃなくて補正で出された理

由は何かあるんですか。 

 

工藤企画課長兼ＰＰＰ/ＰＦＩ推進室長 冒頭の説明でも若干触れさせていた

だきましたが、本来、昨年度中の実施を考えておりまして、一旦は秋口

頃の開催を考えておりましたが、公募委員がいらっしゃらなかった関係

で、改めて年明けの開催を考えておりました。令和４年度に見直しを持

ち越すという考え方がありませんでしたので、当初予算に計上しており

ませんでしたが、１月から２月、３月にかけまして、まん延防止措置が

ありましたので、ちょっとその段階でまた人を集めるようなことは避け

させていただきまして、改めて新年度にと考えたため、この時期の予算

計上とさせていただいております。 

 

長谷川知司分科会長 それと情報管理課もですけど、この事業は急に決まった

んですか。企業のほうは事業計画で毎年組んでいると思うので、当初で

は計上できなかったんですか。 

 

村上情報管理課課長補佐 ガス管工事を請け負っている日鉄パイプラインの担

当者から説明があったのが３月２４日で、令和４年１０月からガス管工

事をするという話をそのときに聞きましたので、当初にはもう全然間に

合わなかったと思います。 
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長谷川知司分科会長 はい、分かりました。ほかにはないですか。(「なし」と

呼ぶ者あり)では、これで審査番号②の審査を終わります。どうもお疲れ

様でした。では、ここで一旦休憩しまして、４５分から再開いたします。 

 

午前１１時３８分 休憩 

 

午前１１時４５分 再開 

 

長谷川知司分科会長 休憩を解きまして総務文教分科会を再開いたします。審

査番号③、教育委員会です。執行部からの説明をお願いいたします。 

 

長友学校教育課長 学校教育課から、この度の補正予算の要求について御説明

いたします。ます、初めにＧＩＧＡスクール推進事業のうち、フィルタ

リングソフトの設定に関する補正についてです。補正予算書の２０ペー

ジから２１ページの上の段、１０款教育費、２項小学校費、２目教育振

興費、１３節使用料及び賃借料１，５９９万５，０００円は、児童３，

１６１人分のソフトウェアライセンス料です。下の段、１０款教育費、

３項中学校費、２目教育振興費、１３節使用料及び賃借料７７０万７，

０００円は、生徒１，５２３人分のソフトウェアライセンス料です。現

在のフィルタリングソフトは、授業支援ソフトの無償オプション機能で

あり、有害サイトや有害情報へのアクセスを防ぐには限界があるという

ことが分かりました。今後、端末を活用して学びを深めるためには、動

画を視聴したり、チャットを活用したりするなど、子供たちに端末を自

由に使えるようにすることが求められています。一方で自由に使えるよ

うにすることで、有害サイトや有害情報へのアクセスチャットを使った

子供同士のトラブルなどが懸念されます。こうしたことから、フィルタ

リングソフトの機能強化をする必要があります。資料１ページと２ペー

ジにもありますように、導入を予定しているフィルタリングソフトでは、

児童生徒が学習に必要なサイトにだけアクセスを可能にすることや、特

定の時間帯のインターネット利用を禁止することが可能です。また、チ
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ャットにおいては、不適切な発言などをブロックできるため、トラブル

を未然に防ぐことが期待されます。現在、配布した情報端末に関わって

のトラブルは確認されていませんが、全国では事案が発生しています。

本市の子供たちのスキルも着実に上達しており、夏休みには端末の持ち

帰りを実施することから、トラブルが発生することを未然に防ぎたいと

考えております。このフィルタリングソフトは、単年度でも契約は可能

となっておりますが、単価が１，１５０円から１，３３０円となり、１

８０円上昇するため４年間分のソフトウェアライセンス料を計上するも

のです。財源につきましては、今後、新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金の充当を検討していきたいと思います。続けて、教育

系サーバー更新事業です。教育系サーバー更新事業の一環として整備す

る教育系インターネット分離について御説明いたします。令和４年３月

の文部科学省「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」

の改訂に従い、教職員が使用している端末のインターネット分離を行う

ためのネットワーク改修費用、１月から３月までの保守委託料及びサー

バーの構築費用を計上するものです。これは、サイバー攻撃から児童生

徒、教職員の個人情報等の機微情報を守るためのセキュリティ対策にな

ります。先日も正規のメールの返信をよそおいウイルスの感染をねらっ

た攻撃メールが県内で拡大しました。本市の学校へもメールが届きまし

たが、幸いにも実害はありませんでした。サイバー攻撃から守るための

対策が求められています。また、県の共同調達による統合型校務支援シ

ステム導入が予定されており、共同調達の協議会の中でガイドラインに

沿ったセキュリティ対策が求められことが想定されます。なお、今年度

予算計上しております教育系サーバー更新事業と同時に実施することで

コストダウンを図ってまいります。予算につきましては、上段、１０款

教育費、２項小学校費、２目教育振興費、１２節委託料１８２万４，０

００円は、ネットワーク改修委託料と３か月分のサーバー保守委託料で

す。１３節使用料及び賃借料１４９万３，０００円は、３か月分のイン

ターネット分離サーバーの賃借料です。下段、１０款教育費、３項中学

校費、２目教育振興費、１２節委託料９９万４，０００円は、ネットワ
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ーク改修委託料と３か月分のサーバー保守委託料です。１３節使用料及

び賃借料８１万５，０００円は、３か月分のインターネット分離サーバ

ーの賃借料です。続きまして、感染症対策等の学校教育継続支援事業に

ついて御説明いたします。２０、２１ページの１０款教育費、２項小学

校費、４目新型コロナウイルス対策費、１０節消耗品費１，０８０万円、

１７節校用器具費２７０万円及び下の段３項中学校費、１０節消耗品費

５４０万円、１７節校用器具費１３５万円は、いずれも感染症対策等の

学校教育活動継続支援事業に係る各学校での感染症対策に必要となる物

品の購入等に係る経費の増額となります。本事業は、国の令和３年度補

正予算に計上された学校等における感染症対策等支援事業について、文

部科学省において繰越明許の手続が行われ、令和４年度も実施されるこ

とになったものです。新型コロナウイルスの感染流行が長期化する中、

引き続き感染症対策に万全を期す必要があり、とりわけ、各学校等にお

いては、児童生徒が安心して学ぶことができる環境を整備していくこと

が重要と考えています。また、事業の実施に当たっては、国の事業の目

的にもありますとおり、学校教育活動の円滑な運営を支援するため、学

校長の判断で迅速かつ柔軟に対応し実施することができるよう、いわゆ

る学校裁量経費として、学校規模に応じて一定額を補助することとして

おります。配布しております資料の４ページを御覧ください。こちらは

学校ごとの補助対象経費の内訳です。資料５から７ページの事業実施要

領に基づき、令和３年５月１日現在の児童生徒数で算出された１校当た

りの補助上限額になります。本事業の取組内容としましては、５ページ

に記載の（ア）学校における感染症対策等支援、そして６ページ記載の

（イ）子供たちの学習保障支援です。感染症対策に必要となる物品とし

ては、消毒液や非接触型体温計、タブレット端末に使用する除菌シート

等の保健衛生用品の追加的な購入費が見込まれることから、費目ごとの

内訳は、主には消耗品費としております。教室等における３密対策とし

て、換気を徹底するためのサーキュレーターや、給食配膳台、手洗い場

の自動水栓化等様々な備品購入が見込まれます。このように各学校の状

況により、感染症対策に必要な物品等が異なるため、校用器具費につい
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ては運用がしやすいように、当初は２割程度を校用器具費として配当し、

それを超える額の備品等を購入する場合には、見積額を確認し消耗品費

から流用することにより、対応可能となるように考えております。今後

の新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、予算を有効に活用するた

め、各学校の計画について情報共有するとともに、計画変更も含めた機

動的な執行を予定しております。続きまして、歳入の説明をいたします。

感染症対策等の学校教育活動継続支援事業は、国が実施する学校等にお

ける感染症対策等支援事業を活用して実施するもので、国が２分の１の

額を限度として補助する学校保健特別対策事業費補助金になります。補

正予算書１０、１１ページをお開きください。１５款国庫支出金、２項

国庫補助金、６目教育費国庫補助金、１節小学校費国庫補助金、学校保

健特別対策事業費補助金を６７５万円、２節中学校費国庫補助金、学校

保健特別対策事業費補助金を３３７万５，０００円それぞれ増額します。

説明は以上です。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

浅川教育総務課長 それでは教育総務課分を御説明します。補正予算書の２０

ページ、２１ページ、歳出の御説明をいたします。１０款３項３目学校

建設費、１４節工事請負費、工事請負費８９９万８，０００円は、厚狭

中学校敷地内の裏側の配膳室につながる通路とのり面が昨年から一部崩

落しているため、直下の民家への将来的な被害の可能性を考慮しまして、

のり面を整備し、通路の補修工事を行うものです。資料１の位置図を御

覧ください。丸印の付いておりますところが、施工箇所となります。続

いて、歳入を御説明します。予算書１２ページ、１３ページの２２款１

項８目教育債、２節中学校債、中学校整備事業債８９０万円は、厚狭中

学校の通路のり面補修工事について、起債を設定するものです。説明は

以上です。御審査のほどよろしくお願いします。 

 

長谷川知司分科会長 執行部の説明が終わりました。委員からの質疑を受け付

けます。 
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伊場勇委員 フィルタリングソフトの機能強化の件についてお聞きします。ま

ず、今トラブルはないというふうにおっしゃいましたが、そのトラブル

が未然に防げているのか。子供の技術も向上していると思うので、見て

はいけないような動画も見ているところもあるというふうに聞いていま

すけど、今の状況をまず教えてください。 

 

長友学校教育課長 基本的にはフィルタリングソフトを使って動画サイト等を

見れないようにはしています。ただ、先ほど申しましたように、抜け道

をいろいろ見付けて、こっそり見ている子供もいると聞いております。

分かった時点で、子供たちには指導して、学習に使うもの、それから、

生活のこともありますので、そのことを含めて重々指導しております。

なお、そういった使い方が広まらないように、子供たちには注意を促し

て、学校でも厳しく見ておいていただくようにしております。 

 

伊場勇委員 チャットや掲示板等でのいじめとかが、今いろいろ問題視されて

おります。他市町でもポストフィルターを使っているところが結構ある

と思うんですけども、本市では今そういった事案は上がってないですか。

いじめにつながっているとか。 

 

長友学校教育課長 現在は、チャット機能は使えないようにしております。授

業で一部使えるようにはしておりますが、基本的には使えないようにし

ております。ただ、今後、いろんな活用を考える中で、チャット機能を

制限したままでは限界があると考えております。そのため指導をよくし

た上でチャット機能を使えるように、そのためには、その環境整備とし

て、このフィルタリングソフトを導入したいと考えております。 

 

伊場勇委員 このフィルターを掛けるのがまず大事なことの一つですね。では、

もう一つは、ＩＤとパスワードについてなんですけれども、簡単なクラ

スと番号とかになると、自分がチャットを上げてないのに、なりすまし

て上げられて、それがいじめにつながるといった部分も今すごい指摘さ
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れていると思うんですが、本市の取組としてはどういったようにやって

いくおつもりですか。 

 

長友学校教育課長 委員の御指摘のとおり、ＩＤとパスワードを簡単なルール

で指定しまうと、なりすまし等があるということは十分予想されます。

実際、昨年度、導入した初めにおいて、それでなりすまし等のいたずら

がありました。早めにその件が上がりましたので、市としましては、全

学校に予想されないパスワードを付けること、それからＩＤとパスワー

ドはとても大切なものなので、人には教えない、そうしたことも含めて

指導しております。それ以降、なりすましでのいたずら等は情報として

は上がってきておりません。 

 

伊場勇委員 ＩＤとパスワードを知っているのは、多分教職員の方、担任の先

生、本人、あと保護者ぐらいかなと思うんですけども、もし、いじめ等々

の発言があったりとかしたときには、例えばそのスクリーンショットを

撮って保存して、すぐ相談できるような体制も必要だと思うんですよ。

中学１年生になると、反抗期を経て、いろんな関係性を持ち始めるとき

じゃないですか。そういうときにすぐ相談できるというような体制づく

りがまず必要だと思うんですけども、そういったところは、子供に対し

て、どういうふうな指導をして、どういうふうな体制を取っていますか。 

 

長友学校教育課長 御指摘のように、スクリーンショットを撮って証拠を残す

といったことが必要だと考えております。まず初めは、言葉によって人

が傷つくというようなことがある、そうしたことも含めた道徳の教育等

もしっかりとやる一方で、もしトラブルに巻き込まれたらというところ

での情報モラルの教育も併せて行っているところです。 

 

古豊和惠委員 厚狭中学校のり面整備事業についてですけれども、以前はトラ

ックが通っていた箇所を、この度整備されると思うんです。子供たちが、

ふだん使っている道をトラックが通っています。この整備事業では、今
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までどおりにトラックが通れるような工事完了になるんでしょうか、そ

の辺をお聞かせください。 

 

浅川教育総務課長 工事をしまして、一応緊急車両等が通れるような形にはな

りますので、以前のとおり給食配送車が通ることは可能です。 

 

古豊和惠委員 緊急車両のみでしょうか。生徒数も多いですので、給食センタ

ーのトラック等がかなり頻繁に通ると思うんですが、そういうトラック

とかはどうなんでしょうか。 

 

浅川教育総務課長 設計業者からは給食のトラックも通行は可能と聞いており

ます。 

 

宮本政志副分科会長 厚狭中ののり面のほうに行ったんで質疑しますが、これ

土砂がかなり高いですよね。竹とかいっぱい植えてあって、どういうふ

うにのり面を整備されるのかな。というのは、土砂災害も少し怖いなと

思ったんで、その辺りは何かされるんですか。 

 

浅川教育総務課長 今回の崩れの原因が、雨が降った後の地下水が原因という

ふうに推測されるとのことで、昔から斜面の災害復旧等で用いられてき

たふとんかごと言われるものを積んで施工していくつもりでございます。

このふとんかごというのが、金属製の四角い籠に大きめの石を詰めたも

のでして、よく道路の斜面とかで見ることができるんですけれども、水

を閉じ込めるコンクリート擁壁等ではなく、排水しやすい構造を持つも

のを積んでやっていこうと思っております。 

 

宮本政志副分科会長 先ほどの伊場委員のほうの話に戻りますけど、答弁で不

適切なアクセスが分かった時点で注意すると言われましたよね。分かっ

た時点というのは、たまたま分かるんですか、それとも定期的にチェッ

クをしているんですか。 



 40 

 

長友学校教育課長 分かった事案につきましては、子供からこういうところに

アクセスしている人がいるとか、そういう情報、また保護者のほうから

情報が上がっております。こうしたことから、子供たちも正しく使うと

いう認識が増えていると考えております。もう一つ、こちらのほうのチ

ェックですけども、抜け道を通ってアクセスした場合、なかなか発見が

難しゅうございます。それ以外、普通の使い方でブロックしたことにつ

きましては、アクセスのチェックをしながら見ることができております

ので、そうしたゲームサイトとかにアクセスしている子供については、

こちらがチェックして、分かった時点で、個別に注意をしております。 

 

宮本政志副分科会長 そのチェックは、定期的にやっていらっしゃるんですか。

あるいは毎日やっていらっしゃるとか、あるいは時々とか、頻度を聞い

ているんですよ。 

 

長友学校教育課長 学校によって、それぞれだとは思いますが、毎日というこ

とはないと思います。ただ、定期的にはやっていると聞いております。 

 

宮本政志副分科会長 これが個人の所有物でしたら、ちょっと個人情報とかプ

ライバシーのことがあるんで難しいところもあるんですけど、やはり市

費を使っているものですから、ましてや、第一線はやはり子供たちを守

ってあげないといけませんのでね。毎日は確かに難しいでしょう。しか

し、ある程度、定期的にチェックをしていくということが子供たちも分

かれば、変なアクセスしよったらばれるぞということにもなるし、そう

すると、いろんな犯罪とか、そういった危険に巻き込まれるということ

も少し抑制が利くんで、その辺りは学校まちまちよりも、ある程度教育

委員会のほうで統一というか、そういった対策を進めていってほしいと

思います。いかがですか。 

 

長友学校教育課長 そのように進めてまいりたいと思います。 
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岡山明委員 抜け道を使って有害サイトにつながるといった状況があるんでし

ょうけど、お金の掛かるゲームとかに子供たちが関わって、保護者のほ

うに被害があったという実績は、市内にはないですか。このタブレット

を使って、そういう有料のサイトを使って、被害が出ていないか。 

 

長友学校教育課長 市内で子供たちに配布しておりますタブレットで、そうし

た事案は聞いておりません。ただ、個人のパソコン等でそういうことが

あるということは耳にもしております。家庭と協力しながら、ルールづ

くりとか、そうしたところ、また、保護者への情報提供など学校は行っ

ているところです。 

 

岡山明委員 子供たちに支給されているタブレットに関しては、そういう被害

は出ていないということでいいですね。個人が持っているタブレットに

関しては、そういう被害は出ていると。個人では、有料で被害を受けて

いる子供たちもいらっしゃるというのが現状ですか。 

 

長友学校教育課長 こちらで配っている端末については、そうしたゲームサイ

ト、また課金ができないようになっているということですので、それは

ありません。個別にそうしたトラブル等があるようには聞いております

が、それが家庭で問題が全て収まっている場合もありますので、こちら

では把握できていない部分も多くあります。そうしたトラブルもあると

いうことも、全国でいろんな事例等もありますので、家庭にはとにかく

情報提供して、お子さんが使うゲーム等につきましては、しっかりと管

理していただくようお願いしているところです。 

 

長谷川知司分科会長 質疑はよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）では、

審査番号③について、これで審議を終わりたいと思います。総務文教分

科会をこれで閉じます。どうもお疲れ様でした。 
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午後０時１０分 閉会 

 

令和４年（2022 年）６月９日 

  

     一般会計予算決算常任委員会総務文教分科会長 長谷川 知 司   

 


